
　業界関係者のための
『B2B』を掲げる「ジャパン
ジュエリーフェア2021」
（JJF）が、東京オリンピック
の関係から、日本最大の
ジュエリー生産拠点である
山梨県甲府市に会場を移
し、9月1日～3日の3日間、
売れる商品の仕入れ、売る
ための人脈作りに最適な
JJFとして開催される。さら
に、今回は共同主催者であ
るインフォーママーケッツ
ジャパン㈱と一般社団法人
日本ジュエリー協会に加
え、山梨県水晶宝飾協同組
合が共同主催者となり、新
たな見本市としての魅力や
幅広い情報発信、ジュエ
リーの生産拠点ならではの
商品供給並
びにサービス
の提供などに
期待が高まっている。厳しいからこそ、
可能な限り業界を盛り上げるであろう
主催者に注目したい。
　地場産業に「ジュエリー」と「宝飾加
工生産技術」を掲げる山梨県は、ジュ
エリー生産量日本一。古来より受け継
がれる、研ぎ澄まされた「技」の数々を
会場で披露するとし、甲府以外の展示
会では出会うことができないメーカー
やクラフトマンと出会えるとのことで、今
後の大きなビジネスチャンスにつなげ
て欲しいと呼びかけている。
　また、JJFが支持される大きな要素
の一つであるセミナーは、ジュエリー業
界と共に歩んできたトレードショーだ
からこその企画が目白押し。これまでに
も業界セミナーや若手人材育成企画
として、実践的かつ最新のものが提供
されてきた。今回も業界最前線の情報

やイベントが盛り込まれ、国
内小売事情の最新情報を発
信する「All About Retail-
ers」をはじめ、アリババ
グループが提供する中
国最大のオンラインモー
ル「Tmall」の宝飾責任
者とのコラボレーション
セミナーが開催される。
内容もこれまで以上にグ
ローバルに展開予定。異
業種バイヤーや業界の
将来を担う若手の人材
に向けた「次世代育成
型セミナー」と「工場見
学ツアー」には、山梨県
水晶宝飾協同組合と山
梨県宝石美術専門学校
が協力している。詳細は
公式ホームページのセミ

ナープロ
グラムを
参照。

　会場では、世界屈指のジュエ
リー加工・製造技術を持つ地元企
業やクラフトマンほか、業界を牽引
する大手メーカーや卸業者200社が

出展する。
　「1年以上お会いできていないお取
引先がいる」「主要取引先とFace to -
Faceで商談できていない」「取引先に
新作の提案ができていない」との声が

多く寄せられ、
これらの声に
応えるべくJJF
では来場者・
出展社双方に
満足度の高い

商談、買い付けの場を提供するとして
いるが、出展社自慢の新商品の情報や
新サービスの情報はまだまだ全国に届
いていない。JJFは開催されるのか
との問い合わせもまだあり、業界内
の“巻き込み”の弱さが露呈してい
ることにも注意したい。売れ行きが
順調で、今後も拡大路線を見据え
る小売店は、山梨なら新しいものが
見つかりそうだと期待をこめて来場
するとの声を聞いているので、少し
でも早くポジティブな情報を流し、
JJFから産業内の経済効果につな
げたい。
　JJFも現在はジュエリー専門業
者の専売特許ではなく、異業種バ
イヤーの来場も見逃せなくなって
きている。通販や訪販、Eコマース、
アパレルショップからセレクト
ショップ、結婚式業関係者や催事
などの運営会社、観光産業などあ
らゆる異業種のバイヤーも訪れる
ので、業界全体として少しでも市場
拡大の可能性を引き出していきた
いところだ。
　会場となるアイメッセ山梨は、甲

府駅からタクシーで約25分。甲府駅
からアイメッセ山梨までは循環バス
（無料）が、1時間に1本程度走る。ま
た、主要都市から日帰り出張が可能な
場所であり、主要都市の東京駅・新宿
駅・横浜駅・名古屋駅・新大阪駅から
は無料遠距離シャトルバスが運行さ
れる（要申込）。ただし自由に動きたい
のなら、現地での移動手段の確保は
必要だ。
　「学び」としては、世界有数の宝石加
工の街・山梨ならではの工場見学・体
験ツアーが用意された。会期2日目に
㈱ラッキー商会（AM）と㈱石友（PM）
の2社による貴重な工場見学の予約が
始まったが、8月初旬現在で石友の工
場見学は満員となっている。
　さらに、山梨県は果樹園やブドウ園
などの“フルーツ王国”として有名なこ
とから、来場者に先着順で山梨ならで
はの魅力的なプレゼントを進呈すると
している。

　業界の活況を取り戻すため、国内外
の有力眼鏡店から「IOFT」開催に向け
た期待の声が届いている。
　「第34回国際メガネ展IOFT 2021」
は、10月18日～20日の3日間、東京
ビッグサイト西展示棟で開催される。
初日の9時30分からは、国内大手メガ
ネチェーン・有力店代表者と、業界団
体代表者、主催者が一丸となってオー
プニングセレモニーの開催を望み、今
までになく大打撃を受けている産業の
活性化に少しでも貢献したいとの願い
を込めて、国内の27の企業と団体が参
加表明している。さらに、会議室貸し出
しサービス（無料）には、和真（東京）
100名、銀座メガネ（東京）45名、愛
ジャパン（埼玉）30名、東京メガネ（東
京）25名、アーバン（千葉）15名、ムラ
タ（北海道）11名、ウィンクチェーン（ボ
ランタリー）30名の予約が7月30日時
点で入っており、展示会の商談だけで
はなく、業界を盛り上げる要因になるこ
とだろう。
　期待の声として「一刻も早く復活で
きるよう全員で力を合わせて頑張って
参る所存」（メガネ流通センター）、「眼
鏡従事者の使命は変わりません。いか
にそれを果たし続けていくのか」（和
真）、「リアルの商談の場は大変重要。
前回も新規取引先が見つかりました」
（光学堂）、「コロナ禍だからこそ、お客
様に新しい製品を届けるために今年も
来場する」（ムラタメガネのプリンス）、
「人々の役に立つ業界情報を世の中に
強く発信できるIOFTが盛り上がって

欲しい」（板垣）などとIOFTを応援する
内容になっている。
　会場では、商談展としてさらに充実
させるための企画として、店長・販売員
向けに、眼鏡店向け自社専用商談テー
ブル提供サービスをはじめ、前述の会
議室貸出・団体来場サービス、出展社
による製品・技術PRセミナーによって
商談促進につなげる。
　IOFT特別講演をはじめ、IOFT店
長・販売員向けセミナーも充実する。
　特別講演では、「メガネ店成長戦
略」や「サステナビリティ」など、いま注
目のテーマを集め7つの講演が用意さ
れた。セミナーでも、今年はじめて店舗
販売員、店長、店舗運営に関わる人向
けのセミナーが開催される。
　さらに、日本眼鏡技術者協会の生
涯教育認定講習となる「専門セミ
ナー」、日本眼鏡学会監修のもと、レン
ズに関する知識・情報が得られる「レ
ンズ技術セミナー」、日本補聴器工業
会監修のもと「補聴器セミナー」が開
催される。
　業界屈指のデザインアワード「第25
回日本メガネ大賞2022」の表彰式は、
10月18日の13時から、特設ステージ
で開催される。同大賞は、優れたフ
レーム・サン
グラスが広く
世に発表され
ることにより、
眼鏡フレーム
のデザイン、
技術および市

場のさらなる発展
に寄与することが
目的とされている。

　新企画として、時代に合わせた「サス
テナブルアイウェア展示ギャラリー」が
設置される。昨今世界中で注目されて
いるサステナブル製品として、サステナ
ブルアイウェアが増加していることに対
応。出品者の売上拡大やバイヤー集
客・業界および一般プレスの取材誘致
の強化ともなり、一般消費者に対する
「サステナブルアイウェア」の消費喚起
にもつなげたい考えだ。サステナブルな
素材を使ったフレーム・レンズやサステ
ナブルな環境で製造されたフレーム・
レンズなど30ブランドが出品される予
定だ。
　また、眼鏡業界をあげて取り組むこ
とが決定しているSDGs推進企画とし
て、10月19日14時から1時間、「啓発
セミナー」が特設会場で開催されるほ
か、啓発ブースの設置やSNSなどを通
じた告知も幅広く実施される。なお、福
井県眼鏡協会は鯖江市とともに積極
的にSDGsに取り組んでいる。
　さらに、一般消費者への「メガネ需
要啓発」の取り組みとしては、TV番組・
一般誌への掲載を強化。昨年13番組
だった放映を今年は15番組に増やす
予定。一般誌やWEBへの掲載も昨年
の158媒体から200媒体へ強化する。

甲
府
以
外
で
出
会
え
な
い
メ
ー
カ
ー
や
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

売
れ
る
商
品
の
仕
入
れ
、

売
る
た
め
の
人
脈
作
り
に
最
適
な

「
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア2021

」

9月1日～3日、アイメッセ山梨

10月18日～20日　東京ビッグサイト西展示棟IOFT2021　

業界の活況を取り戻すため
有力眼鏡店がIOFT応援宣言！！
国際メガネ展

サステナブルアイウェア、SDGs、特別講演など
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